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松
本
毅
氏
（
以
下
、
松
本
）：	

私
は
38

年
前
に
屋
久
島
へ
移
住
し
、
ダ
イ
ビ
ン

グ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
業
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
１
９
９
３
年
に
仲
間
３
人
で
「
屋

久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
Ｙ
Ｎ
Ａ

Ｃ
）」
を
立
ち
上
げ
、
自
然
の
仕
組
み
を

伝
え
る
エ
コ
ツ
ア
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
に
「
屋
久
島
海
洋
生
物
研

究
会
」
を
設
立
し
、
環
境
省
が
日
本
列

島
の
多
様
な
生
態
系
を
把
握
す
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

１
０
０
０
」
の
サ
ン
ゴ
礁
部
門
の
調
査
を

20
年
近
く
に
わ
た
り
大
隅
諸
島
で
続
け
て

い
ま
す
。

安
部
真
理
子
氏
（
以
下
、
安
部
）：
大
学

院
修
了
後
、
世
界
自
然
保
護
基
金
（
W

Ｗ
F
）
ジ
ャ
パ
ン
に
就
職
し
、
１
９
９
７

年
の
国
際
サ
ン
ゴ
礁
年
を
き
っ
か
け
に
日

本
で
「
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
」
の
立
ち
上
げ

に
関
わ
り
ま
し
た
。
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
、

サ
ン
ゴ
礁
の
健
全
度
を
調
べ
る
た
め
に
設

立
さ
れ
た
国
際
的
な
市
民
参
加
型
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
で
す
。
本
部
は
米
国
に
あ

る
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
財
団
が
管
理
・
運
営

し
、
そ
の
普
及
は
各
国
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
担
っ
て
い
ま
す（
注
１
）。
そ
の
後
、

専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
サ
ン
ゴ
礁
に
つ
い
て
学
び
、
帰
国
後

は
琉
球
大
学
で
ア
ザ
ミ
サ
ン
ゴ
を
テ
ー
マ

に
博
士
号
を
取
得
し
、
現
在
は
日
本
自

然
保
護
協
会

に
所
属
し
て
、

奄
美
大
島
や

沖
縄
な
ど
で

サ
ン
ゴ
礁
保

全
と
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
リ
ー

フ
チ
ェ
ッ
ク
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
リ
ー
フ
チェッ
ク
」と

「
モニ
タ
リン
グ
１
０
０
０
」、

２
つの
調
査
の
対
話

松
本
：
２
０
０
８
年
屋
久
島
で
も
リ
ー

フ
チ
ェ
ッ
ク
を
始
め
よ
う
と
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

専
門
家
の
確
保
が
難
し
く
、
チ
ー
ム
編

成
が
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
環
境
省
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
全
国
で
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
？

安
部
：	

リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
市
民
参
加

型
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
の
サ
ン
ゴ
礁

調
査
で
、
日
本
で
は
私
が
講
師
を
務
め

る
３
日
間
の
「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
＆
科

学
者
養
成
講
座
」
を
受
講
し
た
地
元
の
ダ

イ
ビ
ン
グ
事
業
者
が
中
心
と
な
り
、
チ
ー

ム
を
編
成
し
て
調
査
を
行
い
、
結
果
を

米
国
の
本
部
へ
報
告
し
て
い
ま
す
。
近

年
は
ス
ク
ー
バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
指
導
団
体

の
「
Ｂ
Ｓ
Ａ
Ｃ
」（
注
２
）
が
都
市
部
の

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
と
連
携
し
、
講
習

と
調
査
を
セ
ッ
ト
に
し
た
形
で
一
般
ダ
イ

バ
ー
が
調
査
に
参
加
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
以
前
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
内
容
を

リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
に
変
え
て
調
査
と
水
中

生
物
観
察
と
普
及
啓
発
を
狙
う
ダ
イ
ビ
ン

グ
シ
ョ
ッ
プ
の
オ
ー
ナ
ー
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
近
年
は
そ
う
し
た
取
組
は

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

取
組
地
域
は
東
京
都
の
三
宅
島
や
小

笠
原
諸
島
、
和
歌
山
県
串
本
、
沖
縄
本

島
の
辺
野
古
、
砂
辺
、
勝
連
半
島
、
恩

納
村
、
大
浦
湾
、
離
島
で
は
西
表
島
、

1997年に日本国内でリーフチェック立ち上げに関わり、以来コーディネーターとして
全国でリーフチェックの普及に取り組む日本自然保護協会（NACS-J）の安部氏。

そして、屋久島を拠点に30年以上にわたり山・海・川をフィールドとするエコツアーを展開しながら、
サンゴのモニタリングを継続してきたガイドの松本氏。今回の対談では、現場で長年培ってきた経験をもとに、

自然資源を守り活かすための調査活動や、リーフチェックの最新の取組等について語り合った。

I n t e r v i e w

安
部
真
理
子
氏

M
a

rik
o

 A
b

e

日
本
自
然
保
護
協
会
　
自
然
保
護
部
主
任

久
米
島
、
慶
良
間
諸
島
、
石
垣
島
、
鹿

児
島
県
の
奄
美
群
島
（
与
論
島
、
喜
界

島
、
奄
美
大
島
）
な
ど
で
す
が
、
特
に
、

環
境
問
題
を
抱
え
る
地
域
で
は
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
へ
の
関
心
が
高
く
、
地
域
の
声

を
反
映
し
た
保
全
の
動
き
と
連
動
す
る

ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

沖
縄
県
恩
納
村
は
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク

に
積
極
的
に
取
り
組
む
地
域
の
一
つ
で
、

２
０
１
８
年
に
「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」
を

行
い
ま
し
た
。村
が
活
動
に
予
算
を
つ
け
、

地
元
の
リ
ー
ダ
ー
が
主
導
し
て
自
走
で

き
る
体
制
が
あ
り
、
関
係
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維
持
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
興
味
や
楽
し
さ
か
ら
始
め
た
活

動
も
、
地
域
で
継
続
す
る
に
は
一
定
の
資

金
的
な
支
援
が
必
要
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

松
本
：
そ
う
で
す
ね
、
私
が
参
加
し
て

い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０
の

サ
ン
ゴ
礁
調
査
は
環
境
省
の
予
算
が
付

け
ら
れ
て
お
り
、
調
査
の
た
め
の
ダ
イ
ビ

ン
グ
タ
ン
ク
代
・
傭
船
代
な
ど
の
費
用
は

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
算
は
実
費
で
消

え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
の
調
査
に
携
わ

る
こ
と
で
、
日
々
の
ガ
イ
ド
業
務
の
中
で

も
海
の
変
化
を
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０

で
選
ば
れ
て
い
る
地
域
は
、
ま
だ
良
い
で

す
が
、
そ
う
で
は
な
い
地
域
で
は
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
必
要
性
を
感
じ
る
有
志
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
主
な
目
的
は
、
長
期

的
な
デ
ー
タ
収
集
を
通
じ
て
環
境
変
化

を
把
握
し
、
対
応
策
を
導
き
出
す
こ
と

で
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
０
０
０
や
リ
ー

フ
チ
ェ
ッ
ク
は
統
一
さ
れ
た
手
法
で
調
査

が
行
わ
れ
る
の
で
、
地
域
間
の
比
較
や
サ

ン
ゴ
の
変
化
を
視
覚
的
に
把
握
で
き
る

点
が
強
み
だ
と
思
い
ま
す
が
、
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
デ
ー
タ
は
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

安
部
：
世
界
中
で
集
め
ら
れ
た
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
デ
ー
タ
は
、「
地
球
規
模

サ
ン
ゴ
礁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｍ
Ｎ
）（
注
３
）
や
、
サ
ン

ゴ
礁
の
国
際
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
リ
ー
フ
・

ベ
ー
ス
」
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
研
究
機
関
で
は
数
年
に
一

度
、
世
界
の
サ
ン
ゴ
礁
の
現
状
「Status	

of	Coral	Reefs	of	the	W
orld

」
と
い

う
報
告
書
を
ま
と
め
、
そ
の
中
に
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
２
０
２
４
年
に
世
界
の
サ
ン
ゴ

礁
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
高
水
温
等
の
影

響
は
過
去
最
大
規
模
と
言
わ
れ
て
い
る

た
め
、
国
際
サ
ン
ゴ
礁
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

と
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｍ
Ｎ
が
動
き
始
め
、
サ
ン
ゴ
の

白
化
被
害
の
国
際
的
な
報
告
に
向
け
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

松
本
：
昨
年
は
特
に
サ
ン
ゴ
の
白
化
が

ひ
ど
か
っ
た
で
す
。
国
内
の
各
地
で
回

復
が
進
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
屋

久
島
周
辺
で
は
あ
ま
り
回
復
し
て
い
ま

せ
ん
。
白
化
の
状
況
を
地
球
規
模
で
知

る
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
１
０
０
０
と
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク

の
デ
ー
タ
を
統
合
す
る
こ
と
は
現
実
的

に
は
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

安
部
：
現
時
点
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

１
０
０
０
と
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
統
合
に

は
や
や
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
０
０
０
の
デ
ー
タ

は
研
究
者
が
扱
い
や
す
い
よ
う
資
金
面

や
デ
ー
タ
の
集
約
な
ど
に
つ
い
て
比
較
的

整
っ
た
形
式
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
多
様
な
立
場
の
ダ
イ

バ
ー
が
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
の

で
資
金
調
達
、
継
続
性
、
デ
ー
タ
集
約

な
ど
す
べ
て
を
統
一
す
る
の
は
難
し
い
で

す
。
ど
ち
ら
も
サ
ン
ゴ
や
海
中
の
環
境
を

調
べ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
ま
す

が
、
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
目
的
は
①
科
学

的
な
デ
ー
タ
収
集
と
②
普
及
啓
発
の
２

点
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
員
や
船

代
な
ど
必
要
な
資
金
の
調
達
か
ら
自
分

た
ち
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た
め
、

継
続
で
き
な
い
地
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

点
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
０
０
０
と
は
異
な

り
ま
す
。
で
す
が
デ
ー
タ
を
統
合
で
き
れ

ば
良
い
と
す
る
松
本
さ
ん
の
お
考
え
は
良

く
分
か
り
ま
す
。

自
走
化
に
向
け
た
課
題
、

エコツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
で

サン
ゴ
礁
や
地
域
資
源
を
活
用

安
部
：
昨
年
、
日
本
自
然
保
護
協
会
と

「
海
の
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
ろ
ん
」
の

共
催
で
「
奄
美
群
島
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
サ

ミ
ッ
ト
２
０
２
４
」
を
与
論
島
で
開
催

し
ま
し
た
。
奄
美
群
島
で
は
与
論
島
が

２
０
０
０
年
、
奄
美
大
島
（
大
島
海
峡
）

は
01
年
、
喜
界
島
は
02
年
か
ら
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
関
係
者
や
地

元
住
民
ら
約
30
人
が
各
島
か
ら
参
加
し
、

サ
ン
ゴ
礁
の
現
状
や
調
査
手
法
を
共
有

し
、
交
流
の
場
と
し
て
も
有
意
義
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
５
月
に
喜

界
島
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
私
を
含

む
数
人
の
ベ
テ
ラ
ン
が
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
世
代
交
代
を
見
据
え
る
時
期
に
差

し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
活
動

で
は
熱
意
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
不

可
欠
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
の

活
動
は
自
立
の
促
進
が
難
し
く
、
外
部

支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
課
題
で
す
。
支
援

を
控
え
す
ぎ
る
と
活
動
が
止
ま
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。
屋
久
島
で
は
「
支
援
と

自
立
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
、
ど
の
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

松
本
：	

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
０
０
０
の
調

査
は
私
を
含
む
屋
久
島
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
事

業
者
を
中
心
に
「
屋
久
島
海
洋
生
物
研

究
会
」
で
継
続
し
て
い
ま
す
。
日
常
的
に

環
境
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
活
動
に
意
味
を

見
出
し
、
継
続
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
数
人
で
も
熱
意
あ
る
仲
間
の
存
在

が
、
活
動
の
持
続
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
自
ら
分
析
し
、
海
の

変
化
を
語
り
合
う
中
で
理
解
や
愛
着
も

深
ま
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
ま
と
ま

り
が
行
政
の
関
心
を
呼
び
、
新
た
な
支

援
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
最
初
か
ら

「
自
然
を
守
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
て
も

人
の
心
は
動
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
フ
ィ
ー

ル
ド
を
好
き
に
な
り
、「
誰
か
の
た
め
」

で
な
く
「
自
分
た
ち
の
た
め
」
に
楽
し
み

な
が
ら
行
動
し
て
い
く
意
識
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

奄
美
群
島
へ
は
「
奄
美
群
島
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
認
定
講
習
」
で
講
師
と
し
て

毎
年
訪
れ
て
い
ま
す
。
群
島
内
で
の
サ
ン

ゴ
礁
の
現
状
に
つ
い
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
と
共
有
で
き
る
機
会
が
持
て
る
と

良
い
で
す
ね
。

安
部
：
そ
う
で
す
ね
、
陸
域
や
、
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
沿
岸
部
周
辺
で
活

動
さ
れ
て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の

方
々
に
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
サ
ン
ゴ

礁
域
が
持
つ
価
値
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
に
貢
献
す
る
手
段
で
あ
る
と
考
え
、

２
０
１
９
年
か
ら
３
年
間
、
沖
縄
県
名

護
市
瀬
嵩
に
て
、
地
元
の
方
々
と
共
に

「
地
域
の
宝
」
を
探
し
、
地
図
を
作
成

す
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
、
活
動
の
継
続
性
を
い
か
に
担

保
す
る
か
ば
か
り
を
考
え
て
き
ま
し
た

が
、
本
日
の
対
談
を
通
し
て
、
参
加
す

る
人
々
が
楽
し
く
継
続
で
き
る
体
制
づ

く
り
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま

し
た
。
今
後
の
活
動
に
こ
の
視
点
を
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

I n t e r v i e w

松
本 

毅
氏

T
a

k
e

s
h

i M
a

ts
u

m
o

to

Ｙ
Ｎ
Ａ
Ｃ
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
、
屋
久
島
公
認
ガ
イ
ド
、

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
運
営
役
員

収録日：2025 年 4 月 23 日
収録場所：オンライン

注１）日本では NPO 法人コーラル・ネットワーク所属の２名と沖縄リーフチェック研究会の安部氏がその役割を担っている。
注２）1953 年に英国ロンドンで設立されたダイビング指導団体 The British Sub Aqua Club の略称。ダイバー教育機関としては世界最古といわれている。

リーフチェック調査風景（与論）

注３）1995 年設立。各国や地域の既存の機関をつないで国際的なネットワークを構築し、サンゴ礁の現状を調査、把握するための
　　　能力開発や情報提供を行っている。
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自然資源を地域の力に：

地域の学びと行動の起点となる
調査活動「リーフチェック」

安部真理子
1997 年に日本国内でのリーフチェックを立ち上げ、コーディネー
ターを務める。WWF ジャパン勤務中の 1998 年、初めて辺野古
の海に潜りリーフチェックを実施。オーストラリア・ジェームズクッ
ク大学院でサンゴ礁を学び、琉球大学博士課程にてアザミサン
ゴの多様性に関する研究で博士号（理学）取得。2010 年より現
職で、沖縄・奄美の海洋問題や日本の沿岸管理に携わる。

松本 毅
東京水産大学潜水部でダイビングに出会い、1987 年に屋久島
へ移住。ダイビングショップ開業後、屋久島海洋生物研究会を
発足。1993 年に屋久島初の本格的エコツアー組織「YNAC」を
設立。屋久島観光協会長や複数のガイド組織の初代会長を務め、
ガイド制度の整備やエコツーリズムの推進に尽力。全国の講習
会や審査委員も務めるなど、多方面で活躍している。

対談

屋久島 高校生の研修旅行で春田浜の海辺の調査風景

奄美群島リーフチェックサミット 2024


